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現状の写真（平成24年夏撮影）

この事業は下野市総合計画後期『うるおいのある緑環境の整備』重点戦略に位置
づけられており、「自然林と古墳を生かした体験・活動型の公園」として整備します。

 市民懇談会
 小学生アンケート
 パブリックコメント

24年度実施内容

 測量
 地質調査
 基本設計

ふれあい館
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土地利用計画図

• 『人とのふれあい』
• 『歴史とのふれあい』
• 『自然とのふれあい』
• 『新しい自分とのであい』

公園のテーマ

 「ハラゾーン」
駐車場、多目的広場を配置。

 「サトゾーン」
キャンプ場、ドックランを配置。

 「イケゾーン」
風景になじむ調整池を配置。

 「モリゾーン」
古墳や平地林を保全しながら、
古代ひろば等を配置。

ゾーニング

周辺施設との連携

「ふれあい館」、「道の駅しもつけ」、「下野薬師寺歴史館」
等と連携し交流と賑わいの向上をはかります。



（仮称）三王山公園完成イメージ

今後の予定 平成25年度は基本構想において決定したテーマやゾーニングに基づ
き具体的な施設の実施設計を行います。

平成26年度～28年度において本格的な整備工事を実施し平成28年
度の供用開始を予定しています。


